









大 会 発 表 要 旨2003.11-15
雑 体 書 の特 色 につ い て





降,今 日の 中国で用 い られて いる 「簡体」 に
至 るまで,歴 史上,さ まざまな書体が生み出
されて来た。篆書,隷 書,行 書,草 書,楷 書
といった ものが それ である。雑体書な るもの
は,こ う した漢字一般 につ いて言われ る多様
な書体 と関係 してい るが,そ れ は,「芸術 の
書」 に用 い られ る書体で はな く,衣 服や器や
割符,扁 額 など,特 殊な用途 に用 いられて き
た もので ある。私 は,こ う した雑体書 にこそ,






















的な精神 を表現す る媒体 にな り,「芸術 の書」
が成立 した。 こ うい う書 につ いて の新た な局
面 は,雑 体書 の製作 に も影響 を与えた と考 え
られ る。六朝時代以 降,中 国では雑体書 は,
衰 えてい った と言 われる。 しか し,明 の時代
(1368-1644))には,『 金 剛経 』 を写 した
「明刻三二篆体金剛経』が,清 の時代(1616-
1912)には,清 の皇朝 の発祥地 を称え た 『乾
隆御製三二体盛京賦』 が著 され,雑 体書 は絶
え ることな く後代 へ受 け継 がれて いた。
なお,雑 体書 の書物 は 日本 や韓 国に伝 え ら
れて いる。 『篆隷 文体』 と 『篆大学』 とが そ
れであ る。 『篆隷文体』 は,南 斉(479-502)
の蕭子 良(460-485)が著 した 『古今篆隷文
体』 を,空 海(774-835)が帰朝 の際(806)
持 ち帰 って,鎌 倉時代(1192-1333)と推定
され る時期 に筆写 された。現在 は京都 国立博
物 館に所蔵 されてい る。一方,『篆大学』 は,
韓 国の朝鮮 時代(1392-1910)に金振興 とい
う人が,明 の朱 之蕃か ら習 った雑体書 を用 い
て,儒 教の経典 の 『大学』 を写 した ものであ
る。
発表では,『篆隷文体』(四九種)か らは,
「絵画性 向の強い雑体書」 で ある,科 斗書 の
「科」・「浮」,魚 書 の 「魚」・「行」,蛇 書 の
「蛇」・「曲」 を選 び,『篆大 学』(三 八種)か
らは,「記号 的性 向の強い雑体書」 で ある,
倒薤書の 「如」・「見」,垂露篆 の 「生」・「馬」,
上方大篆の 「天」・「子」を選んだ。 そ して こ
の十二種の文字を通常の篆書,楷 書,草 書 と
比較 しつつ,雑 体書の文字意 匠の特色 の解明



























































「大」 と 「子」は,実 際の文字の画 と,そ の
画の収筆の箇所か ら書き始めた装飾の画 とが,
方形の空間のなかで,画 の長さや太さ,位置
などが測れ図案的に表現されている。
以上六種の十二字から,雑体書の特色を考
察 した。ここで明らかになった雑体書の文字
意匠の主な特色は,今 日の文字デザインにお
いても重要視され,今 後の研究が進むことに
よって,さ らなる雑体書の文字意匠の特色を
見出すことができると期待される。
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